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生涯学習の推進

細 施 策 生涯学習活動の充実

セカンドブック事業開催
毎月第２火曜日に保健センターで開
催される２歳児歯科検診において絵
本を１冊配布し、支援員２名による
読み聞かせを行う。
毎月１回計１２回開催の予定。対象
者年間５００名

H27年度事業の継続

H29年度以降の事業計画

008

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

　出水市読書活動推進計画(第二次)の基本方針中、年齢期に合わせた読書活動の推進と支援において、乳幼児期の
読書活動の推進を進めるために、現在、ブックスタート事業を行っているが、その事業をさらに進め、学童期の読
書活動へとスムーズにつなげるために行う。

出水市に住所を有する２歳児 2歳時歯科検診の場で絵本を配布し、読み聞かせを行う。
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　対象（誰・何に対して行う事業ですか）

細目　予算細々目名 会計 款 項

６、７か月児健康相談の場で絵本とバックをプレゼントし、読み聞かせを行い、「絵本との出会いの場」を提供し
ているが、そのフォローアップをして、継続して親子で絵本を通じたコミュニケーションを深めてもらい、学童期
の読書活動へとつなげていきたい。

３　事務事業の概要

H28年度事業の継続

手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

H27年度の事業計画 H28年度の事業計画

４　事務事業の対象・手段・意図

施　　策

目
06 06

年度

総合計画上の
位置付け

基本方針

読書活動推進事業（セカンドブック事業）

根拠法令・条例、関連計画等 出水市読書活動推進計画第二次

事務事業名 セカンドブック事業 事業期間 平成 平成
歴史と文化の薫りが暮らしを彩る教育と住民自治のまちづくり

27

平成２６年度　実施計画・事務事業評価（事前評価）シート
実施計画
１　基本事項

教育部 課等名 読書推進課 341部等名 記入者名 福泉　幸子
年度

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）
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※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）

※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

２　事務事業の目的
　いつまでに実施しなければならないのですか

　意図は妥当ですか（「４事務事業の対象・手段・意図」欄の意図について）

　既存事業の拡大では対応できないですか

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

　二次評価と同様に実施する。

方向性の理由、改善案等

　一次評価と同様に実施する。

今後の方向性（総合評価）

□ は　い
理由

最終目標
実績 目標 目標

29年度
１　指標の推移

目標
28年度

②

セカンドブック事業の開催回数①

方向性の理由、改善案等
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は　い

いいえ

区分

活
動
指
標

②

成
果
指
標

①

効
率
性

□ 

緊
急
性

指 標 名 単位

方向性の理由、改善案等

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

理由

理由

ブックスタート事業のフォローアップ事業として妥当である。
□ 

□ 

■

0 0

25年度 26年度
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　出水市読書活動推進計画(第二次)の中心となる「家読」を推進するた
めにも、早い時期の家庭における絵本の読み聞かせがとても重要であ
り、将来の読書活動のためにも欠かせないことである。

妥
当
性

出水市読書活動推進事業(第二次)も４年目となり、基本方針に沿った新規事業を早急に進めたい。

500

27年度

人

年度

年500人500

目標

5000
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事務事業評価（事前評価）

0

目標値

回

そ
の
他

　他の市町村では実施している事業ですか（県内の他市の状況等を具体的に記入してください）

志布志市で昨年９月に小学１年生に対して始めている。(Ｈ２５年度の予算は４８万円を計上し、２０冊の本か
ら児童が好きな１冊を選んで学校でもらっている。)

平成
年度まで

本事業は該当しない。

は　い

いいえ

■

いいえ

年12回
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理由

既存の事業はブックスタート事業があるが、対象年齢が限定されているので、新規に進めなければ
ならない。

セカンドブック事業の対象者数


